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として在籍する学習者 11 名である。日本語学習歴は 4 年以上であり、日本語で行われる
大学院の講義を受講できるレベルである。フォローアップインタビューの協力者は、学習








4.1  質問紙から見えた悩みの傾向と対処法 
 














問 2 では 11 人が「a.話す」や「b.書く」を選択しており、アウトプットの際に迷う傾向













 a.話す b.書く c.読む d.聞く 
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問 4 の「類義語の調べ方で効果的だった方法は何か」という質問に対し、10 人がインター
ネットの使用を挙げ、問 5 の効率的でなかった方法として 7 人が「辞書」を、4 人が「先
生や友達に聞く」を挙げた。辞書の使用と人的リソースは、調べる方法として「効果的」
「効果的ではない」がともに回答数が多く、協力者によって評価が分かれるところである。









4.2  フォローアップインタビューから見えた悩みの傾向と対処法 
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 はい  →方法を書いてください 
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最後に、質問紙調査で類義語に迷った場合の効果的な調べ方だと 11 人中 10 人が回答し
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